
              

 

 

 

 

 

 

本当のやさしさとは何か 
                                     校長 古田 優子 

本校の学校教育目標の一つは、『やさしい心をもつ子ども』です。思いやりがあり、周りの人と協力するこ

とができ、人に感謝することができる子を目指し、日々子どもたちとの関わりを大事にしています。 

先日の全校朝会で、『本当の優しさ』についてお話をしました。子どもたちの中には「優しくされると嬉し

い。」「優しい人が好き。」という人がきっとたくさんいるのではないかと思います。『優しさ』とは、自分

に対する見返りを求めず、損得を考えずに相手のためになる行動を進んで行うことをさします。相手から嫌わ

れたくないからとか好かれたいために優しくするというのは、見せかけの優しさです。相手のことより自分の

ことを優先しているからです。優しい言葉をかけても実際に助ける行為をしないことや、優しくしたお礼に何

かを求めてきたり、見返りがないと不機嫌になったりするのも、見せかけの優しさの特徴です。 

では、本当に優しい人というのはどんな人なのでしょうか？ 

①本当に優しい人は、相手に見返りを求めません。相手が誰であっても、相手を助けたいという純粋な思いか

ら親切に出来る人は優しい人です。助けたことのお返しも求めたりしません。 

②本当に優しい人は、何をすることが一番相手のためになるのか分かるので、何も言わずに行動に移すことが

できます。 

③本当に優しい人は、ダメなことはきちんと叱ることが出来る人です。相手のためになることは何かを考えて

行動するため、必要とあれば叱ることの出来る強さを持っています。 

④本当に優しい人は、誰に対しても平等に優しく出来ます。相手からよく思われたいという下心がないので、

どんな人に対しても平等に親切に出来ます。 

⑤本当に優しい人は、ささいなことにも感謝の気持ちを持つことが出来ます。誰かが何かをしてくれることを

当然だと思っていないため、誰かが自分のために行動してくれると、とても嬉しく感じます。人に感謝が出

来るのは、思いやりがあって優しい人だといえるでしょう。 

⑥本当に優しい人は、時にはそっと見守ることが出来ます。必要もないのに手助けをするのはお節介です。自

分が手を出すことで相手のためにならないと判断したら、近くでそっと見守ることができます。 

ほんわかする優しい言葉や行動と同じように、あえて手を出さずに見守ったり、よくないことを意見してく

れたりする厳しさも優しさの表れであることを、たくさんの方々が感じてくれたら嬉しいなあと思っていま

す。そのために、私たち教員は、どんな言葉をどのような形で子どもたちに語りかけるのかを、常に意識しな

がら関わっていきたいと思っています。 

 今年もたいへんお世話になりました。様々な取組にご理解とご協力をいただき、深く感謝申し上げます。年

末年始は子どもたちとの語らいも楽しみながらお過ごしください。来年もよろしくお願い申し上げます。 

 

 

１６日 
１７日 
１８日 
１９日 
 
２０日 
 
 
２３日 

冬季学習会１・３・５・６年 
６－１登校日 冬季学習会２・４年 
６－１登校日 
3学期始業式（３時間授業） 
集団下校訓練 
スキー学習（５・６年・天狗山） 
冬休み作品展（1/２７まで） 
放課後学習会１～３年 
児童朝会 佐々木 SC相談日 

２４日 
２５日 
 
２７日 
 
３０日 
 
３１日 

 

総合博物館運河館見学（３年） 
スキー学習（２年） 
市教育委員学校訪問 
スキー学習（５・６年・天狗山） 
放課後学習会１～３年 
全校朝会 児童会活動 
合同授業（５年） 放課後学習会４～６年 
スキー学習（１年） 
  

令和４年１２月２３日 

第１０号 

 教育目標 

やさしい心をもつ子ども 

自ら学ぶ子ども 

たくましい子ども 

 



働き方改革の一環で、冬季休業中の１月２９

日から１月３日は学校閉庁日とします。その期

間は学校を閉じるとともに、転送電話に設定さ

せていただきますのでご了承ください。 

なお、冬季休業中における閉庁日以外の学校

への電話連絡は、平日の８時１５分から１６時

４５分までの間にお願いします。（それ以外の時

間帯は転送電話となります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

・危険な場所（屋根の上、軒下、川のそば、がけなど）や工事現場等では遊ばないようにしま

しょう。 

・道路でのそり遊びは、絶対にしないようにしましょう。 

・歩道と車道の間の雪山の上を歩かないようにしましょう。 

・除雪車や除雪機のそばには近づかないようにしましょう。 

・排水溝や雨水桝には十分注意して歩行しましょう。 

・人や車などに向かって、雪玉をぶつけないようにしましょう。 

・外出する時は、行き先や帰宅時刻を家の人に伝えましょう。（４時には暗くなります。） 

・不審者や不審な電話には、絶対に応じないようにしましょう。 
・たくさんのお金を持って、外出しないようにしましょう。 

また、お金の貸し借りやおごったりおごられたりしないようにしましょう。 

・テレビやゲーム、そして携帯電話やスマートフォンを使用する時間や使い方を、 

おうちでしっかり考えましょう。（「チェーンメール」には注意しましょう。） 

明日１２月２４日から１月１８日まで２６日間（６年１組は１月１６日までの
２４日間）の冬休みが始まります。事故等には、十分注意し、元気に３学期に登
校できるよう、ご家庭でのご指導をよろしくお願いします。 

子ども相談支援センター 
相談窓口のお知らせ

北海道教育委員会から以下の相談窓口
についてお知らせがありました。学校に
相談できない場合は、こちらにも相談す
ることができます。 

１月１６日、１７日に学校にて「冬季学習会」

を実施します。参加申込をされたお子様につきま

しては、「『冬季学習会』のお知らせ」に記載した

持ち物の他に、上靴を持たせてください。 
○日時  １月１６日（月）１・３・５・６年生 
     １月１７日（火）２・４年生 

○持ち物 上靴、筆記用具、自分が取り組みたド

リル等、健康観察シート、クロームブ

ック（すららドリルなどに取り組みた

い人のみ） 
○その他 参加申し込みをした児童で、参加を取

りやめる場合は、当日９時までに学校
までご連絡ください。 

冬休み学習会について

いじめや不登校、体罰などの学校教育に関す
る悩み、子育て・しつけなど家庭教育に関する
悩みなど相談してください。 

●電話相談 
 ０１２０－３８８２－５６ 
（無料、毎日 24 時間対応 ） 

 
●メール相談 
mailto:doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp 
※急ぎの場合は電話相談を利用してください。 

 
●来所相談 

子ども相談支援センター 
 札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館８階 
※上記の電話相談で予約してください。 

※ センターのＷｅｂページに、「子ども相談
支援センターへの相談事例」を掲載してい
ます。次のＵＲＬからご覧ください。 

mailto:doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp
http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa/soudanjirei.pdf

